第３８回ＤＰＩ日本会議全国集会
　開催要項
総括所見を活用し、国内法制度のバージョンアップを
～障害者基本法改正へ～
■　日　時　 
2023年
5月27日（土）13時から18時30分まで



5月28日（日）10時30分から17時まで
■　開催方法
Zoom Webinar
◆　参加費
無料（寄付をお願いする）
◇　主　催
認定ＮＰＯ法人ＤＰＩ日本会議
◇　後援（予定）

内閣府、外務省、厚生労働省、国土交通省、文部科学省、日本労働組合総連合会、

日本障害フォーラム（JDF）

◇　後援、助成（予定）
全日本自治団体労働組合、日本教職員組合、全国労働組合連絡協議会、全日本水道労働組合、
東京都労働組合連合会、自治労東京都本部、自治労東京都庁職員労働組合、
全水道東京水道労働組合、東京交通労働組合、東京清掃労働組合、テレビ朝日福祉文化事業団、

朝日新聞厚生文化事業団、在日本大韓民国民団、部落解放同盟中央本部、（宗）真如苑、㈱土屋
■ プログラム（敬称略）
1日目　5月27日（土）（13時～18時30分）
・認定ＮＰＯ法人ＤＰＩ日本会議2023年度総会　



  13時～15時45分
休憩（15時45分～16時15分）
・主催者、来賓挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　16時15分～16時30分
・第38回DPI日本会議全国集会　全体会



    　16時30分～18時30分
「DPI渾身のスペシャル企画！　東俊裕が目指した社会～障害者権利条約、障害者制度改革、障害者差別解消法、熊本震災支援、優生裁判～」

　東俊裕さんが熊本学園大学を退職し、弁護士も引退することになった。東さんは障害当事者の弁護士として障害者の支援に取り組み、2003年からの障害者権利条約策定時は、日本政府顧問として条約の策定に深く関わった。2009年からは障害者制度改革推進室長として、障害者基本法の改正、障害者総合支援法と障害者差別解消法の策定を牽引した。2016年の熊本地震では、被災地障害者センターくまもとを立ち上げ、事務局長として被災障害者支援に取り組み、優生保護法熊本裁判では弁護団長として、全面勝訴を勝ち取った。

　日本の障害者施策の拡充に先頭に立って取り組んできた東さんが、どのような想いで活動してきたのか、これから障害者運動に取り組む人たちに伝えたいことを、叱咤激励を交えて大いに語っていただく。
第一部　東俊裕（DPI日本会議顧問、元弁護士、元熊本学園大学教授）　独演会

第二部　鼎談　東俊裕、崔栄繁（DPI日本会議議長補佐）、曽田夏記（DPI特別常任委員、STEPえどがわ）
2日目　5月28日（日）（10時30分～17時）
午前の部　10時30分～12時15分

権利擁護分科会「滝山病院事件から見えた日本における精神医療の現在地点」
今年、東京都にある精神科病院、滝山病院での虐待事件が明るみになった。看護師が患者を殴打する映像が映し出されるなど、多くの人たちに衝撃を与えた。特に、NHKによるドキュメンタリー番組『ルポ死亡退院～精神医療・闇の実態～』の内容の凄惨さは筆舌に尽くしがたく、視聴したと思しき人たちの反応として、「ひどい病院でひどい医療スタッフによって、たまたま起こされた事件」のような感想も散見されている。

しかし、私たちは、ただひどいだけで済ませるわけにはいかない。この事件は、全国どこの病院で起こってもおかしくないような状況にある。現に、近年でも多くの精神科病院での虐待事件が明るみになってきていて、氷山の一角とでも言うべき状態である。

そこで今回は、この番組を制作した一人である持丸氏に、滝山病院の実情を語っていただくとともに、他の病院への入院体験を持つ当事者からも実態を聞くこととしたい。その中から、権利条約総括所見でも厳しく指摘された、今の日本の精神科医療が、どういった位置に置かれているのか、考える場としたい。

■報告者

・持丸彰子（NHK大阪放送局　コンテンツセンター第３部　ディレクター）

・精神障害当事者
■コーディネーター

たにぐちまゆ（ＤＰＩ常任委員、大阪精神障害者連絡会）

■司会

辻直哉（DPI日本会議権利擁護部会長、AJU自立の家）
昼食休憩
12時15分-13時15分
午後の部
13時15分-15時
地域生活分科会「社会モデル／人権モデルから考える支給決定の在り方」
施設や病院から、または親元から障害者が自立し地域生活へ移行するにあたっては介助者による支援が欠かせない。現行の障害者総合支援法では、障害支援区分によって一人一人の障害者がどれだけの支援を必要としているかを判定し、自治体が最終的なサービスの支給決定を行う仕組みとなっている。

しかし、従来からこの仕組みに対しては、医学モデルの発想で障害者の生活実態を反映していない、自治体独自の運用によって不当に支給量が抑制され地域間格差が生まれているなど、様々な指摘がされている。

どこでも誰でも施設や病院、親元から地域生活へと移行できるような地域基盤の整備の一環として、障害者権利委員会による総括所見でも強く要請されている（パラ42f）ように、現行の支給決定の仕組みを社会モデル／人権モデルにもとづく仕組みに変えていく必要がある。

本分科会では、各自治体における支給決定の運用状況等について共有し、社会モデル／人権モデルにもとづく支給決定の在り方について議論を深め、今後の取り組みにつなげていきたい。
■登壇者予定

・兵庫県：沖田大（メインストリーム協会）

・愛媛県：馬場秀司（CIL星空ワオ・アドベンチャー）

・東京都：殿村久子（CILくにたち）＋蛭川涼子（STEPえどがわ）

・司会：今村登（DPI日本会議事務局次長、STEPえどがわ代表）
● 休憩　15時～15時15分
15時15分～17時
雇用労働・所得保障分科会「障害者雇用と合理的配慮の確保～労働組合運動と訴訟を通して、働く障害者の権利と合理的配慮を考える～」

障害者雇用促進法では合理的配慮の確保を官民含めて義務化している。
しかし、障害者が働く現場では合理的配慮の確保に関する雇用主と障害当事者間では認識に大きな隔たりがあり、多くの相談がDPIにも寄せられるとともに、最終的な解決方法として訴訟の場で問われている現状もある。

本分科会は、こうした現状から労働者の労働条件の改善や維持を目的として、障害のある労働者自身が主体となって活動している労働組合運動と合理的配慮の確保を争点とした訴訟に関する経過と現状を共有することで、障害者雇用における合理的配慮の確保に向けた当事者団体及び当事者の闘いを共有し、障害者が働くために必要な合理的配慮の確保を推進することを目的として開催する。

15:15～15:20

開会挨拶＆進行　岡本　直樹（DPI常任委員）
　

15:20～15:40

報告「（仮称）自治労における合理的配慮と障害者雇用に関する取組み」
相星　勝利（自治労障害労働者全国連絡会　代表幹事）
15:40～16:00

報告：「（仮称）合理的配慮の確保を求める訴訟の経緯と争点」
本人と弁護士

16:00～16:10　休憩

16:10～16:30

講演：（仮称）障害者権利委員会の勧告と職場における合理的配慮の確保

東　俊裕（DPI日本会議顧問、元弁護士、元熊本学園大学教授）
16:30～16:55　Q＆Aによる質疑への回答と自由討論

16:55～17:00　閉会の挨拶＆まとめ　　

西村　正樹（DPI副議長）
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